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統計解析論特殊講義 
講義概要と本の紹介 

        中川 満 
 
１．講義概要 
 一昨年度までは，統計解析論で講義した内容の証明等を講義してきたが，本年度は，時

系列分析，特に，金融関係の時系列データの統計学的な解析法を講義していきます． 
 
（時系列分析とは？） 
 
 
（「統計学的解析法」とは？） 
 
 
（実際の解析には） 
 Excel 
 R（ただ） 
 S-plus, Gauss, TSP, SAS,Mathematica など（お金持ち用） 
 使い方は各自学習．だが，金融データ分析を卒論でやる人は，必要なのでＲの講

習会を開くかもしれない． 
 
２．講義予定あるいは広義予定 
（１） 概要と文献紹介 
（２） 効率的市場仮説 
（３） 時系列モデル 

(ア) ＡＲ，ＭＡ，ＡＲＭＡモデル 
(イ) ＡＲＩＭＡモデルと幾何ブラウン運動 
(ウ) ＡＲＣＨ，ＧＡＲＣＨとその一族 

（４） 資産評価モデル 
(ア) ポートフォリオ理論 
(イ) ＣＡＰＭ 
(ウ) ＡＰＴ 
(エ) リスク中立化法とリアルオプション 
(オ) 統計モデルの資産評価への応用（VaR（ヴァリュー・アット・リスク）含む） 

（５） 高周波数領域の探求 日変化と時分秒データ 
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